
事例 中学校国語科 飛騨地区（Ｈ中学校）
１ 単元について

対 象 学 年 中学校 第１学年

学習指導要領 第１学年の内容 Ｂ 書くこと (１)イ、ウ、エ

言語事項 (１)カ

単 元 名 「心の成長を伝えよう （全７時間）」

単 元 目 標 ○手紙の種類や書式への理解を深めるとともに、手紙のよさを生かしながら自分

。 （ ）の成長点を進んで書くことができる 国語への関心・意欲・態度

○相手や目的を明確にし、自分の考えや決意が伝わるように具体的な事実を選ん

。 （ ）で手紙を書くことができる 書く能力

○書いた文章を読み返し、表記や書き出し、中心部分の展開などを工夫して読み

。 （ ）やすく分かりやすい文章にすることができる 書く能力

○話し言葉と書き言葉との違いを理解し、両者の効果を考えながら適切に使い分

。 （ ）けることができる 言語についての知識・理解・技能

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○個の学習状況に応じた多様な指導方法の工夫

・自分が成長したところを明らかにできない生徒には、学校生活を振り返るこ

とができるよう、集材プリントに項目をいくつか提示し、項目ごとに「思っ

たこと 「できたこと 「感じたこと」を書くよう働きかける。」 」

・成長のきっかけとなった事実を具体化できない生徒には、具体的に書き出す

ことができるよう、対話を通して観点（会話・様子・気持ち・わけ）を意識

させる。また、日記等によって、そのときの様子を想起できるようにする。

・単元の終末に既習事項の観点から原稿の加除修正を行うことによって、既習

事項の定着を図る。

○一人一人のよさや進歩の状況の評価結果を学習活動に生かす指導の工夫

・学習の見通しを持ち、自分の表現のよさや課題を明確にできるよう、評価の

観点を明確にした自己評価カードを活用し、自己評価できるようにする。

また、教師が自己評価の根拠としている学びの姿を価値付ける。

・ものの見方や考え方を深めることができるよう、個々の見方や考え方を発言

や学習プリントに表現できるようにし、評価規準に照らして教師の意味付け

を明確に行う。

【言語活動】自分の考えをまとめた手紙を書くこと

【言語意識】

（相手） 小学校の先生や自分の両親・祖父母にあてて

（目的） 中学校生活で成長しつつある自分を伝えるために

（場面 読み手を思い描きながら、８００字程度で

・状況）

（方法） 自分の考えや決意と経験や見聞との関係を考えた手紙文で

（評価） 考えや決意が分かりやすく伝わるかという観点からの自己評価及び

相互評価を通して

参 考 資 料 資料１：第１～６時の評価プリント・・・ 自己評価カード」単元の見通しと単「

元で付けたい力を意識するために使用

資料２：第１時の学習プリント・・・・・ 手紙の形式」手紙の種類や形式をま「

とめるために使用

資料３：第２時の学習プリント・・・・・ 集材プリント」主題を導き出すため「

に使用

資料４：第３時の提示資料・・・・・・・ 教師モデル資料」主題と具体的な事「

実とのつながりを考えさせるために使

用

資料５：第４時の学習プリント・・・・・ 手紙構想メモ」文章の構成を考えさ「

せるために使用



２ 単元の評価規準

ア 国語への関心・意 オ 言語についての知識・理解

欲・態度 ・技能

内 ・身近な生活から必要 ・身近な生活や学習の中から課題 ・語句の辞書的な意味と文脈

容 な材料を集めて、自 を見付けている。 上の意味との関係に注意し

の 分の考えをまとめよ ・課題に関する材料を集め、それ て書き、事象や行為などを

ま うとしたり、進んで を基にして自分の考えをまとめ 表す多様な語句について理

と 書き表そうとしたり ている。 解を深めるとともに、語彙

ま している。 ・伝えたい事実や事柄、課題、自 に関心をもっている。

り 分の考えや気持ちを明確にして ・文章の中の段落の役割や段

ご いる。 落内の各文の接続関係など

と ・自分の考えや気持ちを的確に表 を考えて書いている。

、の すために、広い範囲から適切な ・単語の類別について理解し

評 材料を選んでいる。 指示語や接続詞及びこれら

価 ・書いた文章を読み返して、読み と同じような働きをする語

規 やすく分かりやすい文章にして 句などに注意して書いてい

準 いる。 る。

・互いの文章を読み、題材のとら ・話し言葉とは違う書き言葉

え方や材料の集め方などについ の特色や役割を理解し、適

て相互に学び合って、自分の表 切に書いている。

現の参考にしている。

・手紙の種類や書式へ ・手紙などの通信文において、相 ・話し言葉と書き言葉との違

単 の理解を深めるとと 手や目的、伝えたい内容等を明 いを理解し、両者の効果を

元 もに、手紙のよさを 確にしようとしている。 考えながら適切に使い分け

の 生かしながら進んで ・テーマに関する材料を集め、そ ている。

評 書こうとしている。 れを基にして自分の考えを手紙

価 形式にまとめている。

規 ・書いた文章を読み返し、表記や

準 書き出し、中心部分の展開など

を工夫して読みやすく分かりや

すい文章にしている。

単 ①手紙の種類や書式に ①日常生活や行事への取組を振り ①書き言葉の特色を考え、場

位 関心をもち、手紙の 返り、自分の考えの変化やこれ 面の状況がよく伝わるよう

。時 よさについて進んで からの決意をまとめている。 な言葉や表現を選んでいる

間 話そうとしている。 ②自分の考えや決意がよく分かる

に ②手紙のよさを味わい ように、行事や活動における体

お ながら学習の成果を 験や見聞などの具体的な事実を

け 生かして手紙を書こ 選んでいる。

る うとしている。 ③自分の考えや決意及び選んだ事

具 ○自分の学習を振り返 実の意図を考えながら相手意識３

体 り「書く」ことに対 をもって分かりやすく書こうと

の して次への課題をも している。

評 っている。 ④互いの文章を読み合い、事実の

価 取り上げ方や主題の導き方につ

規 いてのよさを見付けている。

準

ウ 書く能力



３ 指導と評価の計画（全７時間）
ねらい 学習活動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○手紙の形式 ○手紙にまつわる思い出の交

表現方法及 流を通して学習内容を知る

び手紙のよ ○モデルとなる手紙を読み、 〈ア－①〉 ○観察 ○話し合う観点を具体

さに気付き 気付いたことを話し合う。 ○手紙の種類 〈気付いた 的に示す （伝えたい。

自らも書こ や書式に関 ことを進ん ことがうまく伝わっ

うとするこ モデルの手紙を通して 心をもち、 で話そうと ているところ・読み

とができる 手紙の素晴らしさを味 手紙のよさ しているか 手の心を打つところ。

わおう。 について進 評価する など）。〉

んで話そう ○国語便覧を参考に、

○手紙の種類と基本的な形 としてい 先生・友達・家族を

式についてまとめる。 る。 対象とした前文を選

○相手にふさわしい時候の挨 んで書き抜くよう働

拶や結びの文を調べる。 きかける。

、２ ○考え方の広 ○これまでの生活を振り返り

まりや深ま 心に残る場面とその理由を

りが自分の 交流する。

成長である

ことに気付 自分が成長したところ

き、主題文 を明らかにし、主題文

を書くこと を書こう。

ができる。

○集材プリントの観点に沿っ

て自分の印象に残る事柄と

理由を書く。

○生活班で交流し、自分の気

付かないことを知る。

○自分が成長した点を一文程 〈ウ－①〉 ○学習プリン ○家族に対して、感謝

度で書く。 ○日常生活や ト の気持ちを伝えるた

行事への取 〈集材の観点 めに、自分の成長し

組を振り返 に沿って集 たところを書く手紙

り、自分の めた考えや であることを確認す

考えの変化 気持ちの変 る。

やこれから 化から主題 ○学校生活を振り返る

への決意を を導き出し 項目をいくつか提示

まとめてい ているか評 し、項目ごとに「思

る。 価する 〉 ったこと 「できたこ。 」

と 「感じたこと」を」

書いてみるように働

きかける。

３ ○主題文の根 ○教師モデルＡ，Ｂから ○Ａモデルの表現を色

拠となる事 ・主題と選んだ事実との関 分けし、観点への気

（

本 実を詳しく 係（前時の確認） 付きを促す。

時 する観点が ・具体的に書く観点

分かり、観 を導き出し、確認する。

）

点にしたが

って事実を 成長のきっかけとなった

具体的に付 事実を、観点にそってよ

箋に書くこ り具体化しよう。

。とができる

○心に残る出来事の中にある 〈ウ－②〉 ○付箋 ○対話を通して観点へ

「この瞬間」を絞り込み、 ○自分の考え 〈きっかけと の方向付けをする。



具体的な事実を附箋に書き や決意がよ なった他者 また、日記等によっ

出す。 く分かるよ の言葉や仲 て、そのときの様子

○主題にふさわしい事実を選 う、行事や 間の表情な を想起できるように

んでいるか、観点にそって 活動におけ ど、観点に する。

具体的に書いているかの観 る体験や見 そって具体

点で、生活班で交流する。 聞などの具 化している

体的な事実 か 評 価 す

を選んでい る 〉。

る。

４ ○主題との関 ○１／６時を振り返り、書き ○１／６時での発言を

わりから付 方の留意点を想起する。 価値付け、相手に失

箋を選び、 礼のない言葉遣いで

相手を大切 付箋の効果的な配置を考 書いていくことを方

にした言葉 えながら、下書きをしよ 向付ける。

遣いや表現 う。

に注意しな

がら手紙文 ○「前文」…１／６時の調べ （ウ－③） ○下書き原稿 ○前文 字程度、主200
を書くこと 学習から選択 ○自分の考え 〈相手意識と 文 字程度、末文400
ができる。 「主文」…構成表をもとに や決意及び 目的意識を ・後付け 字程度200

記述 選んだ事実 明 確 に し の枠取りをした専用

「末文・後付け」…手引き の意図を考 て、ふさわ 紙を用意する。さら

、 、を参考に記述 えながら相 しい表現を に 主文については

、 。 「 」○表記 漢字・語句を見直す 手意識をも しているか 必要に応じて 主題

って分かり 評価する 「事実」等の順序を。〉

やすく書こ 示すようにする。

うとしてい

る。

５ ○推敲の観点 ○仲間の作品に見られるよさ ○手紙の形式としての

を明らかに を交流し合い、推敲の観点 よさへの気付きを価

し、その観 を明らかにする。 値付けるとともに、

点から自分 ３／６時の学習を想

や仲間の手 自分の考えや決意をよ 起するよう働きかけ

紙文を読み り分かりやすく伝える る。

合うことが 工夫をしよう。

できる。

○主題文とその根拠となる事 〈ウ－④〉 ○下書き原稿 ○考えや決意と根拠と

実との関係を中心に推敲す ○互いの文章 の相互評価 なる事実との関係に

る。 を読み合い 欄 ついて意見を述べよ

○言葉遣いや表記について推 事実の取り 〈伝えたい内 うとする姿を認め励

敲する。 上げ方や主 容を考え決 ます。

題の導き方 意と事実と

についての の関係から

よさを見付 とらえてい

けている。 るか評価す

る 〉。

６ ○推敲を生か ○前時の学習を振り返り、本

し、相手に 時の見通しをもつ。

自分の思い

を伝える手 自分の考えや決意を手

紙文の書き に分かりやすく伝え手

方を身に付 紙を書こう。

けることが

できる。 ○下書き原稿への加除修正を 〈オ－①〉 ○手紙文 ○事前に次の観点で下

見ながら清書する。 ○書き言葉の 〈抽象語や副 書き原稿をチェック



○特に、根拠となる事実につ 特色を考え 詞の多用を しておく （＊意見と。

いては、場面の状況がより 場面の状況 避け、具体 事実の関係に見られ

よく伝わるよう説明や表現 がよく伝わ 的にしよう るよさ＊詳しくする

を工夫する。 るような言 としている とよい事実の部分＊

葉や表現を か 評 価 す 修正するとよい言い

○表書きを書く。 選んでい る 〉 回しや語句＊一文の。

る。 長さ、等）

〈ア－②〉 ○本単元で学んだこと

○手紙のよさ ○自己評価カ をもとに、今後に生

を味わいな ード かそうとする姿を価

がら学習の 〈日常生活で 値付ける。

成果を生か 手紙を書こ

して手紙を うとする意

書こうとし 欲をもって

ている。 いるか評価

する 〉。

手紙を実際に出し、返事をもらう。

７ ○手紙の返事 ○返事を読む。

を読み、伝

えたかった 返事を読み、伝えたかっ

ことが伝わ たことが伝わったか振り

ったか振り 返り、自分の課題を明ら

返り、今後 かにしよう。

の課題を見

出すことが ○返事を読み、伝えたかった

できる。 ことが伝わったか自己評価

する。

○本単元での自分の学習を振 〈アー○〉 ○自己評価カ ○自己評価カードを見３

り返り、これからの課題を ○自分の学習 ード て、本単元での成長

もつ。 を振り返り 〈手紙を書く 点と次への課題を確

「書く」こ ことについ 認し、朱書きで価値

とに対して て、既習内 付けたり方向付けた

次への課題 容や今後の りする。

をもってい 「書く」こ

る。 とにおいて

課題を書い

ているか評

価する 〉。



４．単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい

・主題文の根拠となる事実を詳しくする観点が分かり、観点にしたがって事実を具体的に

付箋に書くことができる。

（２）本時の位置

３／７時

（３）展開案

過程 学 習 活 動 形態 評価について 指 導 ・ 援 助

導入 ○前時で書いた主題文の紹介 学級全体

を通して、本時は取材の学

習をすることを知る。

○教師モデルＡ・Ｂから、 個人 ○比較する観点として 「主題、

①主題と選んだ事実との関 学級全体 に合う体験・事実であるか」

係（前時の確認） 「説得力のある事実・体験で

②具体的に書く観点 あるか 「具体的な事実であ」

を導き出し、確認する。 るか」等を示す。

○生徒の発言を分類し、取材の

教師モデルＡ：主題とつな 観点として位置付ける（板書

がりのある具体的事実が する 。）

書かれていない例 ○Ａモデルの表現を色分けし観

教師モデルＢ：主題とつな 点への気付きを促す。

がりのある具体的事実が

書かれている例

展開 ○観点にそって見つめ直すと

よいことを課題化する。

成長のきっかけとなった

事実を、観点にそってより

具体化しよう。

○心に残る出来事の中にある 個人 ＜ウー○＞ ○対話を通して、日記等によっ２

「この瞬間」を絞りこみ、 ○自分の考えや て、そのときの様子を想起す

具体的な事実を、付箋に書 決意がよく分 るよう助言する。また、観点

（ ）き出す。 かるよう、行 会話・様子・気持ち・わけ

事や活動にお を示す。

ける体験や見 ○主題を支えるのにふさわしい

聞などの具体 材料を選んでいる生徒を価値

○生活班で観点に沿って交流 小集団 的な事実を選 付ける。

し、自分の付箋の内容を見 んでいる。 ○具体的な事実を観点別（会話

直す。 ・付箋 ・様子・気持ち・わけ）に分

①主題にふさわしい事実を 〈きっかけとな けて、付箋に書くよう助言す

選んでいる。 った他者の言 る。

②観点にそって具体的に書 葉や仲間の表 ○観点にそって話し合う姿を価

いている。 情など、観点 値付ける。

にそって具体

化しているか

評価する 〉。

終末 ○自己評価カードに本時の振 個人 ○自己評価の根拠としている学

り返りを記入し 発表する 学級全体 びの姿を価値付ける。、 。



５ 評価の実際と個に応じた指導事例

（１）本時重点的に取り上げた評価規準

〈ウ－○〉２

○自分の考えや決意がよくわかるよう、行事や活動における体験や見聞などの具体的

な事実を選んでいる。

（２）評価の実際

【評価方法】付箋

【判断した生徒の状況例】

・成長のきっかけとなった事実を明確にして、その事実を観点別に具体的に書いている姿につ

いては 「おおむね満足できる状況」にあると判断した。、

・成長のきっかけとなった事実を明確にできず、したがって具体的にその事実を書くことがで

きない姿については 「努力を要すると判断した状況」にあると判断した。、

この要因としては、

①その事実をなかなか想起できないこと

②どの観点で具体化するかがはっきりしないこと

が考えられる。

（３）個に応じた指導の実際

・①きっかけとなった事実を想起できないことが要因と考えられる生徒に対しては、机間指導

で、日記や総合学習個人ファイル（総合的学習の振り返り等を書いたもの）等によってその

ときの様子を思い起こすよう助言し、さらに観点（会話・様子・気 持ち・わけ）を示し、助

言した。生徒は、そのときの様子を思い起こし、付箋に具 体的な事実を記述することができ

た。

・②どの観点で具体化するかがはっきりしないことが要因と考えられる生徒に対して は、机間

指導で、成長のきっかけとなった事実を具体化するには、どの観点にそっ て書くとよいか助

言した。生徒は、その観点に気付き、観点にしたがって事実を具 体的に付箋に記述すること

ができた。


